
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

0

535,500

消火栓設置負担金

水道事業会計

6,289,500

1,745,000

1,745,000

0

535,500

0

6,825,000

計　画

6,657,000

168,000

6,825,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

040-４１０１０２－００２－０２－００－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

委託費 1,050,000

1,745,000 6,657,000

特　記　事　項

特　記　事　項

　工事を実施するための平面図や設計書の作成。

6,825,000

金　額

特　記　事　項

1,050,000

5,775,000工事請負費工事請負費1,500,000

平成20年度
　　配水管布設延長

340.0　ｍ 405.25m

委託費 245,000

5,607,000工事請負費

サブリーダー 坂本武志

計
画

配水管未整備箇所において、給水量及び水圧不足を解消するため、配水管を整備する。また、
他の公共事業と連携を図り、工事コストの削減に努め、効率的に施工していく。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

委託費

配水管布設工事（仁井田地区）

実
績

担当部課 建設産業部　上下水道課
担　当 建設整備担当

財
　
源

　下水道工事と併せて一体的に工事を進めることで時間的ｺｽﾄ・建設的ｺｽﾄの低減が図られた。

どのような成果が現れます（現れました）か？

給水量及び水圧不足が解消されるとともに、配水管を網状に整備することにより、安定した水道水の
供給が確立され、サービスの向上に繋がる。

　仁井田市街地の配水管未布設地域が解消し、併せてループ化にすることで給水量及び水圧不足
が改善し安定供給が図られた。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


